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目的事項

報告事項

１ 第66期事業報告の内容、連結計算書類の内容並びに

会計監査人及び監査役会の連結計算書類監査結果報告の件

２ 第66期計算書類の内容報告の件

決議事項

議案

剰余金の処分の件

以 上

第66期定時株主総会



第66期事業報告
2026年6月23日

東証スタンダード

7927

2026年3月期



譲渡の内容

譲渡相手先 竹田ｉＰホールディングス株式会社

譲渡株式数 156,440株

譲渡価額 2,289百万円

異動後の所有株式数 0株

取締役会決議日 2026年6月17日

株式譲渡契約締結日 2026年6月17日

株式譲渡実行日 2026年7月13日（予定）

連結子会社の異動

◼当社の経営資源を主要なプラスチック成形事業に集中させ、競争力を高めるとともに、大英エレクトロニ

クス株式会社の一層の成長を実現していくため、大英エレクトロニクス株式会社の全株式を譲渡するこ

とを決議いたしました。
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◼大英エレクトロニクス株式会社は、第67期第2四半期連結会計期間より連結対象から除外いたします。



当社を取り巻く経済環境
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雇用環境の改善

訪日観光客増加

物価高継続

先行き不透明な１年

当初懸念されていた

関税の影響は限定的

国内外の経済

当社を取り巻く業界

自動車関連部品では

受注回復傾向

HV関連が好調

ミラーレスカメラの需要拡大 プリンター部品堅調に推移



業績概況（PL）

◼ 過去最高の売上高ならびに利益を計上。売上高は自動車関連部品やカメラ部品の好調で前期比8％増収

◼ 増収等により14％営業増益、さらに前期に計上した子会社清算や譲渡に伴う特別損失がなくなり、純利益は32％増益

◼ 従来予想比では、売上は上振れたが、原料高等もあり営業利益はやや未達、為替差益等により経常利益は上振れ
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（百万円）

2025/3期 2026/3期 期比較

実績 売上比(%)
従来予想

(25年11月)
売上比(%) 実績 売上比(%) 前期比(%) 予想比

売上高 27,574 100.0 27,000 100.0 29,688 100.0 7.7 △10.0

売上総利益 5,550 20.1 - - 5,910 19.9 6.5 -

販管費 3,503 12.7 - - 3,584 12.1 2.3 -

営業利益 2,047 7.4 2,400 8.9 2,325 7.8 13.6 △3.1

為替差損益 356 1.3 0 - 297 1.0 △16.5 -

経常利益 2,579 9.4 2,400 8.9 2,768 9.3 7.3 15.4

親会社株主に帰属する

当期純利益 1,510 5.5 1,750 6.5 1,990 6.7 31.8 13.7

1株当たり純利益 214.05円 251.29円 286.00円 33.6 13.8

１株当たり配当金 94.5円 101.0円 115.0円 21.7 13.9



プラスチック成形事業 業績推移

24,947 25,008

26,604

28,863

1,644 1,764 1,821 1,872

2023/3 2024/3 2025/3 2026/3

売上高 営業利益

売上高と営業利益推移

◼ デジタルカメラ部品や自動車関連部品、金型の受注が増加したことにより増収

◼ 省人化・省力化を図り、経費削減に努めたことにより増益

単位：百万円

（期）
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プラスチック成形事業 売上高に占める主力製品構成の推移

18%
25% 26% 28%

7%
6% 7%

5%
33%

38% 32%
32%

18%
12% 15%

13%
24% 19%

20%

22%
24,947 25,008

26,604
28,863

2023/3 2024/3 2025/3 2026/3

デジタルカメラ 電子ペン 自動車関連 プリンター その他

製品構成の推移

単位：百万円

（期）
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◼ ミラーレスカメラを中心に好調なデジタルカメラ部品の割合が増加

◼ 電子ペン部品、プリンター部品の割合が減少



プリント基板事業 業績推移

398
332

534

832

130 63
230

453

2023/3 2024/3 2025/3 2026/3

売上高 営業利益

売上高と営業利益推移

◼ 設計部門においては、セラミック基板の受注減少に伴い、減収

◼ 検査部門においては、セラミック基板の検査が好調で、検査機を増設し、大幅な増収増益

単位：百万円

（期）
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減価償却費設備投資

設備投資・減価償却費

◼テックフォルテ新工場向けの大型投資は2025年3月期で一巡、26年3月期はテックフォルテ工場での成形機の増設や、

他工場での合理化・省力化投資を中心に12億円の投資

◼ 27年3月期も合理化・省力化投資を中心に15億円の設備投資を計画

931

1280 1319

2880
2753

1209

1500

21/3期 22/3期 23/3期 24/3期 25/3期 26/3期 27/3期

予想

1207
1299

1481 1427
1295 1306 1300

21/3期 22/3期 23/3期 24/3期 25/3期 26/3期 27/3期

予想

単位：百万円 単位：百万円
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テックフォルテ工場（新工場）の概況

◼ 計画通り2025年3月から順次稼働、樹脂成形から組立までの一貫生産を開始

◼ 一貫生産により、狙い通りHEV・EVなど自動車関連部品の受注増加につながり、売上増加に貢献

◼ 本社工場や岐阜工場も含めた生産品目の再編は実施中、生産量増加もあり物流センターも統合は今後の課題

◼ 岐阜工場の空きスペースにフリーブレンド工法の成形機を設置、生産拠点として活用を開始

新工場の概要 主な生産品目

総投資額（概算） 約30億円

着工 2024年1月

竣工 2025年1月

工場床面積 9,653㎡

事業内容
樹脂成形・組立

（第2期で二次加工も追加）

生産品目 ECUケース等の自動車用部品等

岐阜県各務原市
直線距離で約500ｍ

本社工場

岐阜工場
テックフォ

ルテ工場

物流

センター

生産品目再編

による効率化

移管
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◼ 日系企業の工場が多い地域に製造・販売拠点

◼ 海外工場も金型製作設備を保有し、金型設計・製作から樹脂成形までの一貫生産

工場 主な生産品目

ムトー精工（本社・岐阜） 車載部品

ムトーベトナム カメラ部品、車載部品、ヘルスケア部品

ムトーテクノロジーハノイ プリンター部品、車載部品、住宅設備関連部品

ムトータイランド カメラ部品、車載部品、プリンター部品

豊武光電（蘇州）有限公司 カメラ部品、電子ペン、車載部品

地域別売上高

日本

29%

ベトナム

25%

タイ

25%

中国

11%

その他アジア

6%

その他

4%

2026年3月期

売上高

29,688百万円

ムトー精工㈱

大英エレクトロニクス㈱

豊武光電(蘇州)有限公司

ムトーテクノロジーハノイ CO.,LTD

ムトーベトナム CO.,LTD.

ムトータイランド CO.,LTD.

主な納入先

デンソー 東海理化

ワコム パナソニック

ソニー キヤノン等

製造・販売拠点
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連結従業員数の推移

3,454 3,526

3,126 3,102 2,975

2022/3 2023/3 2024/3 2025/3 2026/3

日本 ホーチミン ハノイ 中国 タイ その他

連結従業員数（正社員）の推移

単位：人

（期）

©MUTO SEIKO CO. 11



業績予想

◼ 自動車関連部品などプラスチック成形事業の増収を見込むが、大英エレクトロニクスの売却により、売上高は1％増収

◼ プラスチック成形事業で増収に加え自動化等の効果により、営業利益は16％増益

◼ 為替差損益を見込まず経常利益は2％減益、大英エレクトロニクスの売却益により当期純利益は50％増益

◼ 配当方針をDOE4.8％以上で安定した増配を目指す方針に変更、同基準に基づき27年3月期も2円増配の117円を予想

（百万円）

2026/3期実績 2027/3期予想 期比較

実績 売上比(%) 予想 売上比(%) 前年比(%) 売上比増(pt)

売上高 29,688 100.0 30,000 100.0 1.1 -

営業利益 2,325 7.8 2,700 9.0 16.1 1.2

為替差損益 297 0.3 0 - - -

経常利益 2,768 9.3 2,700 9.0 △2.5 △0.3

親会社株主に帰属する

当期純利益
1,990 6.7 3,000 10.0 50.8 3.3

1株当たり当期純利益 286.00円 431.05円 50.7%

1株当たり配当金 115.0円 117.0円 1.7%

為替 151.0円/ドル 155.0円/ドル
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前中期事業戦略（2024年3月期～26年3月期）振り返り

◼ 営業利益は20億円超の目標を上回る24億円と目標達成

◼ ROEも10.1％まで回復し目標を達成、10％以上を安定して継続することが課題
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数値目標

営業利益

20億円超

を目指す

ROE  10％以上

を維持する
ROE   10.1％

26年3月期実績

営業利益

24億円



新中期経営計画の経営理念・スローガン
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提案型営業強化

高付加価値ビジネス拡大

事業成長戦略

技術力・収益力の向上

アウトプット最大化

金型戦略

高収益・高効率経営への転換

財務・資本戦略

ムトー100年の礎を作る
プラスチック加工と金型で圧倒的な競争力を創造する

経営理念・スローガン



財務・資本戦略

◼ 資本の効率的な活用と利益の質を重視する経営にシフト
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ROE10％以上の達成

株主還元と財務規律の両立

株主還元

ＤＯＥ*

4.8%以上

成長投資

設備投資

40億円

従業員への還元

増益による

ベースアップ

財務規律

DEレシオ

1倍以下

• グループの資産管理のIT化・早期化による資金効率改善

• 基幹システム活用により、棚卸資産を30％削減し、総資産回転率上昇

• テックフォルテ工場内倉庫スペースの有効活用や物流拠点集約により

物流スペース30％削減

キャッシュフロー最大化と資産効率改善

* DOE=年間配当総額 / 前年度末株主資本。株主資本 = 純資産 - 非支配株主持分 - その他の包括利益累計額



金型戦略

◼ 技術力・収益力向上とアウトプット最大化

◼ 金型事業を「ムトーの競争力の源泉」として再定義、技術革新によるお客様の価値向上と生産量の増大を推進
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顧客価値向上 生産量増大

• 金型製作日程の短縮により、顧客の製品

開発～量産までの期間短縮に貢献

• 各種センサー配置による「金型のスマート化」を

推進し、品質を安定化

• 測定機導入と専門人材育成による加工NG

率の低減による金型製作日数短縮

▸生産能力増強

• CADの設置台数増加と、CADを使用する人

材育成による設計能力増強

• 工作機械への投資による生産能力増強

• 加工NG比率低減による加工件数増加

▸稼働率改善

• 定期メンテナンスの徹底と加工エリア最適化

による機械稼働率向上

• 進捗・納期の見える化と、工程ごとの進捗管

理強化による稼働率改善

• 修正工数削減による新型加工比率向上

▸修正工数削減



事業成長戦略

◼ 提案型営業の強化により、2029年3月期の売上高を320億円へ

◼ フリーブレンド事業の成長（＝高付加価値ビジネス拡大）、2029年3月期に10億円の売上を目指す
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• 営業状況と課題の「見える化」を推進

（国内から海外拠点へ順次拡大）

• 技術部門と顧客の設計上の課題を共有、

解決策を提示し、高付加価値を案件獲得

• 顧客の付加価値増加につながる提案により、

インフレに対応する価格改定の推進

提案型営業の定着 フリーブレンド事業の成長

• 第一精工舎と開発案件の初期段階から連

携し、スピード感ある技術提案を実施

• 中型・大型成形機*の導入を進め、受注可

能製品サイズを拡張

• ショールーム開設による新規顧客の取り込み

• スプリングフィーダー方式の導入やベント式スク

リューの改造、自動材料配合設備の導入によ

る省人化と品質の安定化の推進

* 中型成形機は200トン～450トン、大型成形機は450トン超～850トン（当社定義）



フリーブレンド成形の売上目標

◼ 既存量産品の受注拡大と、顧客開拓による新たな配合品の量産により、2029年3月期には10億円の売上を目指す
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1.2

10

25

2026/3期 2029/3期 2032/3期

フリーブレンド成形品の売上計画

（億円）

第一精工舎と提携

試作を開始

2024年5月

2025年3月期

2026年3月期

2027年3月期～

既存量産品の受注拡大と

新たな配合品の量産

木粉入製品やホタテ貝殻入

製品の量産を開始



配当の推移

17.5 20.0 18.5

73.5

100.0
94.5

115.0 117.0

19.9%

54.2%

25.5%

40.5% 40.0%

44.1%

40.2% 40.7%

1.0% 1.1% 1.1%

4.5% 5.1% 4.4% 5.1% 4.8% 4.8%

20/3期 21/3期 22/3期 23/3期 24/3期 25/3期 26/3期 27/3期

予想

29/3期

目標

配当（円） 配当性向（％） DOE（％）

配当と配当性向

◼ 配当方針を変更、従来の40％の配当性向目標から、株主資本配当率（DOE）4.8％以上とし、安定した増配を目指す

◼ 2026年3月期の年間配当は従来予想の101円から14円増配の115円を予定、配当性向は40.2％

◼ 27年3月期もDOE4.8％となる前期比2円増配の117円を予想
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* DOE=年間配当総額 / 前年度末株主資本。株主資本 = 純資産 - 非支配株主持分 - その他の包括利益累計額

配当方針の変更

DOE4.8％以上

安定した増配を目指す



連結貸借対照表

（百万円） 2025/3期 2026/3期 前期末比増減

流動資産 19,910 20,775 +864

（内、現預金） 10,367 10,873 +505

（内、受取手形及び売掛金） 5,193 4,825 △367

固定資産 11,116 11,788 +671

（内、有形固定資産） 10,293 10,528 +235

総資産 31,027 32,563 +1,536

負債 11,717 10,634 △1,083

（内、有利子負債） 6,653 5,107 △1,546

純資産 19,309 21,929 +2,619

負債純資産 31,027 32,563 +1,536
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連結損益計算書

（百万円） 2025/3期 2026/3期 前期末比増減

売上高 27,574 29,688 +2,114

売上総利益 5,550 5,910 +360

販管費 3,503 3,584 +81

営業利益 2,047 2,325 +278

営業外損益 532 443 △88

経常利益 2,579 2,768 +189

親会社株主に帰属する

当期純利益
1,510 1,990 ＋479
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貸借対照表

（百万円） 2025/3期 2026/3期 前期末比増減

流動資産 5,525 3,940 △1,585

（内、現預金） 526 789 ＋262

（内、受取手形及び売掛金） 2,150 1,343 △806

固定資産 11,100 11,881 +781

（内、有形固定資産） 4,838 4,777 △60

総資産 16,625 15,821 △804

負債 8,175 6,446 △1,729

（内、有利子負債） 6,433 5,058 △1,374

純資産 8,449 9,374 +925

負債純資産 16,625 15,821 △804
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損益計算書

（百万円） 2025/3期 2026/3期 前期末比増減

売上高 7,676 7,970 +294

売上総利益 736 590 △145

販管費 1,284 1,370 +85

営業利益 △ 548 △ 779 △231

営業外損益 2,452 2,409 △42

経常利益 1,904 1,629 △274

当期純利益 1,968 1,572 △396
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目的事項

報告事項

１ 第66期事業報告の内容、連結計算書類の内容並びに

会計監査人及び監査役会の連結計算書類監査結果報告の件

２ 第66期計算書類の内容報告の件

決議事項

議案

剰余金の処分の件

以 上

第66期定時株主総会
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